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本
市
の
平
成
十
五
年
度
当
初
予 

算
は
、
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
っ 

て
、
市
税
収
入
見
込
み
が
前
年
度 

よ
り
大
き
く
下
回
る
よ
う
な
厳
し 

い
現
状
を
踏
ま
え
、
い
か
に
最
小 

の
経
費
で
最
大
の
事
業
効
果
を
も 

た
ら
す
か
を
念
頭
に
置
い
て
編
成 

し
ま
し
た
。 

　
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
、
情 

報
共
有
化
へ
の
取
り
組
み
、
生
活 

関
連
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、
的 

確
な
事
業
選
択
を
行
っ
て
、
市
民 

生
活
に
直
結
し
た
諸
施
策
を
着
実 

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
二
十
一 

世
紀
を
切
り
拓
く
「
小
さ
な
世
界

都
市
」
と
も
い
う
べ
き
「
交
流
大

地
・
土
岐
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。 

　
予
算
総
額
は
、
五
百
五
億
九
千

三
百
二
十
六
万
円
で
、
内
訳
は
、

一
般
会
計
で
二
百
十
三
億
二
千
八

百
万
円
、
特
別
会
計
で
百
七
十
二

億
九
千
四
百
七
十
一
万
五
千
円
、

企
業
会
計
で
百
十
九
億
七
千
五
十

四
万
五
千
円
で
す
。 

　
前
年
度
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、 

一
般
会
計
で
　
％
の
増
、
特
別
会

計
で
　
％
の
減
、
企
業
会
計
で
　

％
の
増
、
合
計
で
　
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

「交流大地・土岐」を目指して 

会計名 

一 般 会 計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合　　　計 

平成15年度当初 

２１３億２,８００万円 

１０８万円 

３８億３,９４０万円 

２,１９２万円 

５０億５,８９５万円 

８,５６３万円 

５７億９,７６５万円 

２４億２,３２３万円 

６,６８６万円 

１７２億９,４７２万円 

９１億４,７８１万円 

２８億２,２７３万円 

１１９億７,０５４万円 

５０５億９,３２６万円 

前年度比 

　１.９％ 

△１.５％ 

△６.５％ 

△０.２％ 

　４.０％ 

１９.８％ 

△２.８％ 

　６.０％ 

新規事業 

△０.１％ 

△０.６％ 

　２.９％ 

　０.２％ 

　０.８％ 

 

 

曽木地区市有林管理 

下水道事業 

交通災害共済 

国民健康保険 

自動車駐車場 

老 人 保 健 

介 護 保 険 

農業集落排水事業 

計 

病 院 事 業 

水 道 事 業 

計 

平成14年度当初 

２０９億３,９００万円 

１０９万円 

４１億０,４３０万円 

２,１９７万円 

４８億６,２９２万円 

７,１４８万円 

５９億６,２８２万円 

２２億８,６１７万円 

　　－－－－－－－ 

１７３億１,０７５万円 

９２億０,１６３万円 

２７億４,３８６万円 

１１９億４,５４９万円 

５０１億９,５２４万円 

特
別
会
計 

企
業
会
計 

□平成15年度会計別当初予算の内容 

市民一人当たりで計算すると… 

市民税（個人分） 

31,542円 

市税負担額 
使われる 

一般会計予算 

民生費 

79,738円 

民生費 

79,738円 
固定資産税 

49,589円 

土木費 

64,336円 
都市計画税 

8,240円 

教育費 

45,422円 
総務費 

35,946円 
軽自動車税 

1,429円 

衛生費 

32,990円 
その他 

7,515円 
その他 

72,656円 
合　計 

103,186円 
合　計 

331,088円 

2月末日現在の土岐市の人口を 
64,418人として 

市 税 

地方交付税 

繰 入 金 

市 債 

国庫支出金 

県 支 出 金 

地方消費税交付金 

使用料・手数料 

繰 越 金 

分担金・負担金 

地方譲与税 

地方特例交付金 

そ の 他 

民 生 費 

土 木 費 

教 育 費 

総 務 費 

公 債 費 

衛 生 費 

消 防 費 

商 工 費 

諸 支 出 金 

議 会 費 

農林水産業費 

労 働 費 

予 備 費 

６６億４,７０４万円（３１.２％） 

７０億８,１４２万円 

５１億３,６５４万円（２４.１％） 

0［円］ 010億 10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億［円］ 20億 30億 40億 50億 

４５億７,１６７万円 

４１億４,４３９万円（１９.４％） 

４７億９,６３０万円 

２９億２,６０１万円（１３.７％） 

２７億１,９６１万円 

２３億１,５５５万円（１０.８％） 

２３億１,３７４万円 

２１億６,９２７万円（１０.２％） 

２１億４,４２８万円 

２１億２,５１７万円（１０.０％） 

２２億０,４８５万円 

８億１,９２５万円（３.８％） 

８億０,４４９万円 

７億４,４５９万円（３.５％） 

６億７,８２７万円 

４億１,９８７万円（２.０％） 

１億４,７３９万円 

※端数処理の関係上、一部数字が合わない場合もあります。 

２億５,５８３万円（１.２％） 

２億４,５４６万円 

１億８,６４２万円（０.９％） 

２億２,１４７万円 

５,５１１万円（０.３％） 

６,１４７万円 

３,０００万円（０.１％） 

３,０００万円 

４１億７,０００万円（１９.５％） 

３６億７,０００万円 

２７億０,９０９万円（１２.７％） 

４２億１,０３２万円 

１９億３,５３０万円（９.１％） 

９億０,０２０万円 

１７億６,４２７万円（８.３％） 

１３億２,０２８万円 

１２億０,９７０万円（５.６％） 

７億８,２２８万円 

５億９,１００万円（２.８％） 

６億４,２００万円 

３億７,２９３万円（１.７％） 

３億８,２０１万円 

３億０,０００万円（１.４％） 

３億０,０００万円 

２億９,７８６万円（１.４％） 

３億３,５９５万円 

２億０,５００万円 

２億０,５００万円（１.０％） 

１億８,０００万円 

８億８,７８１万円（４.２％） 

９億２,９５４万円 

２億３,８００万円（１.１％） 

…平成１５年度 

…平成１４年度 
　　　（当初） 

凡　例 

２１３億２,８００万円の内訳 一般会計予算 
（     ） 内は構成比 

歳 入 歳 出 

平
成
15
年
度
予
算 

知っておこう土岐市のこと 平成15年度予算 
一般会計予算など 都市基盤づくり 新しい風土づくり 快適で安全な都市空間づくり 産業づくり 共生型の都市づくり 

5本の柱に沿った主な事業概要 

たばこ税 

4,871円 

１.９ 

０.１ 

０.２ 

０.８ 

ひ
ら 
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市
街
地
を
中
心
に
、
八
・
七
五 

　
を
対
象
地
区
と
し
て
、
前
年
度 

に
引
き
続
き
地
籍
調
査
を
実
施
し 

ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に 

基
づ
き
、
日
本
の
国
土
を
正
確
に 

記
録
す
る
た
め
に
行
う
土
地
の
基

礎
調
査
で
、
公
共
事
業
の
円
滑
化
、

所
有
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
、
課

税
の
適
正
化
、
災
害
復
旧
な
ど
に

活
用
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
の
基
礎 

デ
ー
タ
に
も
な
り
ま
す
。 

　
泉
町
の
Ｊ
Ｒ
土
岐
市
駅
か
ら
永 

久
橋
間
の
都
市
計
画
道
路
（
新
土

岐
津
線
）
に
つ
い
て
、
幅
員
十
六

ｍ
の
街
路
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
駅
前
地
区
に
事

務
室
を
開
設
し
ま
す
。 

■
地
籍
調
査
事
業 

１
億
８
’３
５
６
万
円 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
常
に
自
発 

的
な
学
習
に
努
め
、
生
涯
に
わ
た 

っ
て
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め 

の
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

特
色
あ
る
公
民
館
の
整
備
、
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
、
妻
木
地
区
に
、
従
来

の
公
民
館
機
能
に
加
え
、
展
示
場
、 

展
示
ロ
ビ
ー
な
ど
の
機
能
を
併
せ

持
つ
施
設
を
建
設
し
、
文
化
と
歴

史
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。 

■
妻
木
公
民
館
建
設
事
業 

３
億
８
’２
９
５
万
円 

　
か
つ
て
な
い
高
齢
社
会
を
迎
え
、

心
身
と
も
に
健
康
で
、
ゆ
と
り
の

あ
る
福
祉
社
会
の
実
現
が
重
要
な

課
題
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
健
康
増
進
施
設
整
備 

と
し
て
、
曽
木
温
泉
を
活
用
し
た 

「
（
仮
称
）
ク
ア
ハ
ウ
ス
曽
木
」

の
建
設
に
向
け
て
、
地
質
調
査
や

造
成
設
計
、
建
物
基
本
設
計
な
ど

に
着
手
し
ま
す
。 

■
「
（
仮
称
）ク
ア
ハ
ウ
ス
曽
木
」
建
設
事
業 

２
’４
９
５
万
円 

■
新
土
岐
津
線
推
進
事
業 

１
’２
３
７
万
円 

　
妻
木
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
築
を 

行
う
と
と
も
に
、
児
童
の
健
康
管 

理
に
配
慮
し
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に 

日
よ
け
を
設
置
し
ま
す
。 

　
平
成
十
六
年
度
に
改
築
予
定
の

泉
小
学
校
で
は
、
実
施
設
計
委
託

な
ど
を
開
始
し
ま
す
。 

■
小
学
校
改
築
事
業 

２
億
２
’０
９
９
万
円 

　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
保
育

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た 

め
、
妻
木
地
区
の
「
妻
木
保
育
園
」 

と
「
き
き
ょ
う
保
育
園
」
を
統
合 

し
、
「
（
仮
称
）
つ
ま
ぎ
保
育
園
」 

を
建
設
し
ま
す
。 

■
保
育
所
整
備
事
業 

２
億
８
’４
３
１
万
円 

　
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
、
生 

活
環
境
の
変
化
は
、
市
民
の
健
康 

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
疾
病
の
予
防
に
重

点
を
置
く
、
各
種
の
健
康
診
査
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
か
ら
、
最
近
急
激
に
増 

加
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
検
診
を
、 

市
内
の
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。 

五
十
歳
以
上
の
男
性
が
対
象
で
、 

受
診
料
五
百
円
で
検
査
を
受
け
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
健
康
診
査
事
業 ７，

１
３
３
万
円 

　
二
月
一
日
か
ら
の
制
度
改
正
で
、 

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
外 

来
・
入
院
の
医
療
費
自
己
負
担
分 

が
、
す
べ
て
窓
口
無
料
と
な
り
ま 

し
た
（
県
外
の
医
療
機
関
の
場
合

は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
お
支
払
い

い
た
だ
き
、
後
日
申
請
に
よ
っ
て

お
返
し
し
ま
す
）
。 

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育 

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き 

続
き
支
援
し
ま
す
。 

■
乳
幼
児
医
療
費
事
業 

８，
１
８
５
万
円 

　
小
学
校
一
年
生
の
一
ク
ラ
ス
が

三
十
五
人
を
超
え
る
学
校
に
、
担

任
の
指
導
助
手
と
し
て
講
師
を
配

置
し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
人

間
関
係
、
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

個
々
に
応
じ
た
よ
り
き
め
細
か
な

指
導
を
支
援
し
ま
す
。 

■
小
学
校
低
学
年
の
き
め
細
か

　
な
指
導
支
援
事
業 

１，
０
５
０
万
円 

　
市
民
バ
ス
は
、
昨
年
十
月
か
ら 

新
た
に
三
路
線
を
加
え
、
百
円
で 

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
車
い
す 

の
方
も
乗
降
で
き
る
ノ
ー
ス
テ
ッ 

プ
バ
ス
「
織
部
号
」
な
ど
が
、
運 

行
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の 

足
と
し
て
、
よ
り
利
便
性
の
高
い 

バ
ス
交
通
の
構
築
を
目
指
し
、
本 

市
の
バ
ス
路
線
網
の
再
編
を
検
討 

し
て
い
き
ま
す
。 

■
バ
ス
路
線
整
備
事
業 

３
’５
０
９
万
円 

　
歴
史
的
・
学
術
的
に
価
値
の
高 

い
文
化
遺
産
を
、
市
民
の
財
産
と 

し
て
保
存
・
保
護
し
、
後
世
に
伝 

え
る
た
め
、
ま
た
美
濃
焼
の
歴
史
・ 

文
化
発
信
拠
点
と
し
て
、
国
指
定

史
跡
「
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
」
を
中

心
に
「
織
部
の
里
公
園
」
の
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
公
園
の
一
角
に
、
松
坂
屋 

創
業
家
の
伊
藤
家
か
ら
寄
贈
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
茶
室
「
暮
雪
庵
」 

を
移
設
し
ま
す
。 

■
織
部
の
里
整
備
事
業 

３
’５
３
６
万
円 

〈建設予定地近くの曽木公園〉 

〈移設する「暮雪庵」〉 

〈（仮称）つまぎ保育園のイメージ図〉 

１．市域全体を対象とする整備・開発および保全の方針の明確化 
　土地利用対策　　　　　　　　　　　　　　　　１億９,６０６万円 
　＜地籍調査事業、土地利用計画事業＞ 

２．多様な性格を有する拠点づくりの推進 
　土岐市駅周辺地区の整備　　　　　　　　　　　　　１,５０４万円 
　＜都市基盤整備事業＞ 
　健康増進施設拠点の整備　　　　　　　　　　　　　２,４９５万円 
　＜健康増進施設整備事業＞ 

３．総合交通体系と情報通信基盤の整備 
　道路網の整備　　　　　　　　　　　　　　　　８億９,７０１万円 
　＜街路整備事業、橋梁維持事業、道路改良事業など＞ 
　公共交通の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　３,５９１万円 
　＜バス路線整備事業＞ 
　情報通信基盤の整備　　　　　　　　　　　　　　　３,１５８万円 
　＜地域情報化事業＞ 

４．公園・緑地の体系的な整備 
　公園・緑地の体系的整備　　　　　　　　　　　１億７,５４３万円 
　＜公園整備事業、織部の里整備事業など＞ 

５．供給処理施設の整備 
　上水道の整備　　　　　　　　　　　　　　　　６億６,２４４万円 
　＜上水道事業＞ 
　下水道の整備　　　　　　　　　　　　　　　１２億７,３５６万円 
　＜下水道事業＞ 

その１．交流大地・土岐の形成を支える都市基盤づくり 

１．全市一体となった研究学園都市づくりの推進 
　企業育成の強化　　　　　　　　　　　　　　　　　１３１万円 
　＜企業育成事業＞ 

２．地域にいきる人づくりの推進 
　生涯学習機能の強化　　　　　　　　　　　　　３億９,３２０万円 
　＜生涯学習基盤事業、生涯学習推進事業＞ 
　スポーツ振興基盤の充実　　　　　　　　　　　　　２,２４４万円 
　＜スポーツ振興事業＞ 
　学校教育の充実　　　　　　　　　　　　　　　５億３,２９１万円 
　＜教育指導事業、小学校整備事業など＞ 

３．交流大地・土岐を体現できる土岐文化の醸成と国際化への対応 
　文化、芸術活動の振興　　　　　　　　　　　　１億４,６０８万円 
　＜ふるさと創生事業、文化プラザ自主事業など＞ 
　国際交流の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１３万円 
　＜国際交流事業＞ 

４．保健・医療・福祉の連携による安心と生きがいのまちづくり 
　　の推進 
　健康管理体制の充実　　　　　　　　　　　　　　　７,１３３万円 
　＜健康診査事業＞ 
　医療体制の充実　　　　　　　　　　　　　　　３億１,００９万円 
　＜病院施設整備事業＞ 
　医療費の助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　９,４５３万円 
　＜福祉医療費助成事業＞ 
　社会福祉の充実　　　　　　　　　　　　　　３９億２,１５１万円 
　＜介護保険事業、身体障害者福祉事業など＞ 
　児童福祉の充実　　　　　　　　　　　　　　　６億５,３６４万円 
　＜保育所事業、児童手当事業、児童扶養手当事業など＞ 

その２．次代を支える人と環境と新しい風土づくり 

まちづくりの５つの柱別に見る まちづくりの５つの柱別に見る 
今年度の主な事業 今年度の主な事業 今年度の主な事業 

その1その1

交流大地・土岐の 

形成を支える 

都市基盤づくり 

交流大地・土岐の 

形成を支える 

都市基盤づくり 

交流大地・土岐の 

形成を支える 

都市基盤づくり 

交流大地・土岐の 

形成を支える 

都市基盤づくり 

その2その2
次代を支える人と 

環境と 
新しい風土づくり 

次代を支える人と 
環境と 

新しい風土づくり 

次代を支える人と 
環境と 

新しい風土づくり 

次代を支える人と 
環境と 

新しい風土づくり 

〜
今
年
度
は
こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
〜

〜
今
年
度
は
こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
〜

〜
今
年
度
は
こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
〜

知っておこう土岐市のこと 平成15年度予算 
一般会計予算など 都市基盤づくり 新しい風土づくり 快適で安全な都市空間づくり 産業づくり 共生型の都市づくり 

5本の柱に沿った主な事業概要 

km2



 

■
ど
ん
ぶ
り
会
館
事
業 

４，
０
５
９
万
円 
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東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

に
備
え
、
市
庁
舎
、
小
・
中
学
校

の
耐
震
診
断
を
は
じ
め
、
防
災
対

策
を
推
進
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
初
期
消
火
と
救
助
用
の

資
機
材
を
整
備
し
て
、
防
災
体
制

の
充
実
、
強
化
を
図
り
ま
す
。 

■
東
海
地
震
対
策
事
業 

９，
２
９
４
万
円 

　
本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の 

市
民
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、

広
報
活
動
と
し
て
「
広
報
と
き
」

を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
新
規
事
業
と
し
て
、
議
会
会
議 

録
を
土
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に 

掲
載
し
、
議
会
で
の
過
去
の
発
言 

内
容
が
容
易
に
検
索
で
き
る
「
議 

会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
導 

入
し
ま
す
。 

■
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業 

１
９
８
万
円 

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
に

代
表
さ
れ
る
男
女
の
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、
男

性
、
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
あ
る
べ 

き
姿
を
明
ら
か
に
し
、
国
・
県
の 

計
画
を
勘
案
し
な
が
ら
、
総
合
的
・ 

計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針 

と
し
て
、
「
土
岐
市
男
女
共
同
参 

画
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
す
。 

■
男
女
共
同
参
画
事
業 

１
２
５
万
円 

　
市
民
生
活
や
、
ま
ち
の
安
全
性 

の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
防
災 

施
設
の
整
備
が
重
要
で
す
。 

　
防
火
水
槽
の
整
備
を
は
じ
め
と 

し
て
、
消
防
団
員
が
集
ま
れ
る
中 

核
拠
点
施
設
を
、
泉
地
区
に
続
き
、

駄
知
地
区
に
整
備
す
る
た
め
、
実

施
設
計
委
託
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

■
消
防
施
設
整
備
事
業 

８，
５
９
３
万
円 

　
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
、
児 

童
・
生
徒
の
学
校
生
活
の
適
応
指 

導
と
、
き
め
細
か
な
指
導
を
支
援 

す
る
た
め
の
学
校
支
援
事
業
を
実 

施
し
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
十
二 

年
度
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
長
鍬 

一
・
二
号
窯
跡
か
ら
の
出
土
遺
物 

の
整
理
事
業
、
平
成
二
年
度
に
発 

掘
調
査
を
行
っ
た
下
石
石
田
窯
跡 

か
ら
の
出
土
遺
物
整
理
事
業
の
ほ 

か
、
市
内
の
独
居
老
人
や
身
体
障 

害
者
の
方
な
ど
を
災
害
か
ら
守
る 

た
め
の
住
居
家
具
等
固
定
事
業
も 

実
施
し
ま
す
。 

■
緊
急
雇
用
創
出
特
別
対
策
事
業 

２，
４
９
４
万
円 

　
土
岐
市
新
行
政
改
革
大
綱
に
基 

づ
き
、
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
、
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、
時
代
の

要
請
に
応
え
る
た
め
、
「
中
心
市

街
地
活
性
化
推
進
室
」
を
「
中
心

市
街
地
整
備
推
進
室
」
に
改
め
ま

す
。
ま
た
、
防
災
事
務
を
消
防
本

部
か
ら
総
務
部
総
務
課
に
、
男
女

共
同
参
画
事
務
を
生
涯
学
習
課
か

ら
総
合
政
策
課
へ
移
行
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
事
務
の
効
率
化
・
迅 

速
化
の
た
め
に
、
住
民
記
録
シ
ス

テ
ム
の
Ｃ
Ｓ
化
を
行
い
、
ま
た
住

民
基
本
台
帳
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
希
望

者
に
交
付
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
戸
籍
を
電
算
化
す
る 

「
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
・
ブ
ッ
ク

レ
ス
導
入
事
業
」
が
完
了
し
、
六

月
か
ら
稼
動
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
迅
速
か
つ
正
確
な
事
務

処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
証

明
書
の
発
行
に
要
す
る
時
間
も
大

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
「
出
生
届
」
「
婚
姻

届
」
な
ど
を
受
理
し
て
か
ら
、
謄

（
抄
）
本
が
発
行
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
数
日
を
要
し
て
い
ま

し
た
が
、
届
け
出
の
翌
日
に
は
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
相

続
な
ど
に
必
要
な
証
明
書
一
式
を

そ
ろ
え
る
の
に
、
三
十
分
か
ら
一

時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
、

十
分
か
ら
十
五
分
ほ
ど
で
発
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

■
行
政
の
改
革 

１
億
５，
６
５
３
万
円 

　
産
業
観
光
の
北
の
拠
点
と
位
置 

付
け
、
市
内
で
は
二
番
目
の
道
の 

駅
と
し
て
、
国
道
二
十
一
号
沿
い 

の
泉
北
山
町
に
建
設
予
定
の「（
仮

称
）
志
野
・
織
部
」
を
運
営
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
・
株
式
会
社
「
志

野
・
織
部
」
に
対
し
、
建
設
事
業

補
助
を
行
い
ま
す
。 

■
道
の
駅
「
（
仮
称
）
志
野
・ 

　
織
部
」
建
設
事
業 

５，
１
０
０
万
円 

　
食
文
化
を
豊
か
に
す
る
願
い
を 

込
め
て
、
美
濃
焼
テ
ー
ブ
ル
コ
ー 

デ
ィ
ネ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実 

施
す
る
ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃
焼
出
展
支 

援
、
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
美
濃
焼
出
展
支
援 

を
行
い
ま
す
。 

　
食
卓
用
食
器
と
し
て
の
美
濃
焼

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
景
気
低
迷
に
苦
し
む

業
界
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。 

■
美
濃
焼
Ｐ
Ｒ
事
業 

３，
１
０
５
万
円 

　
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
後
継 

者
不
足
、
生
産
調
整
の
た
め
の
体

質
改
善
な
ど
、
諸
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
堆
肥
利
用
組
合
の
発

足
を
期
に
、
安
全
な
食
材
の
堤
供

と
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
の
普
及
な

ど
を
視
野
に
入
れ
、
農
業
の
中
核

的
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
鶴
里
町
柿
野
地
区
の
農

業
集
落
排
水
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
を
設
置
し
ま
す
。 

■
農
業
育
成
事
業 ２，

７
５
５
万
円 

１．快適な居住空間の実現 
　公的住宅の質的向上　　　　　　　　　　　　　　　　６６２万円 
　＜市営住宅補修事業＞ 

２．環境衛生の向上と賢い消費者の育成 
　リサイクル活動の支援　　　　　　　　　　　　　　３,２１１万円 
　＜リサイクル推進事業＞ 
３．環境にやさしい安全なまちづくりの推進 
　危険箇所防止対策　　　　　　　　　　　　　　　　８,０００万円 
　＜急傾斜地整備事業＞ 
　防災体制の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　９,２９４万円 
　＜防災・地震対策事業＞ 
　環境対策の強化　　　　　　　　　　　　　　　３億６,００３万円 
　＜衛生対策事業、環境対策事業＞ 
　消防・救急体制の整備・強化　　　　　　　　　　　８,５９３万円 
　＜消防施設整備事業＞ 
　交通安全施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　１,８０６万円 
　＜交通安全施設整備事業＞ 

４．環境共生型のシステムとデザインの構築 
　豊かな自然と共生する新たな拠点づくり　　　　　　１,２０１万円 
　＜花の都運動推進事業＞ 

人と地球にやさしく、ゆとり・うるおいを享受で 
　　　　きる快適で安全な都市空間づくり 

１．強靱で活力ある陶磁器産業の育成 
　陶磁器産業の体質強化　　　　　　　　　　　　　　４,５０４万円 
　＜産業観光拠点づくり事業＞ 
　美濃焼の魅力化・ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　３,１０５万円 
　＜美濃焼ＰＲ推進事業＞ 

２．消費喚起型の商業空間の形成と競争力のある商業・観光産業 
　　の育成 
　商店街の活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　４,７７９万円 
　＜商店街活性化事業＞ 
　観光産業の振興　　　　　　　　　　　　　　　　　５,１００万円 
　＜道の駅整備事業＞ 
　観光産業の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　２,１７９万円 
　＜観光ＰＲ推進事業＞ 

３．農業・林業の育成 
　農業の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２,７５５万円 
　＜農業育成事業＞ 
　林業の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６４２万円 
　＜林業育成事業、造林保育事業＞ 

豊かな新時代の創造に寄与する産業づくり 

１．効率的・積極的な都市経営の推進 
　健全な施設運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０５万円 
　＜効率的施設運営事業＞ 

２．市民と共に考える市政づくり 
　広聴活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　８４７万円 
　＜議会会議録検索システム導入事業、夢実現化事業など＞　　 

３．活力あるコミュニティの形成 
　コミュニティ活動の支援　　　　　　　　　　　　　２,６１０万円 
　＜コミュニティ支援事業＞ 

４．行政の改革 
　効果的・効率的な行政運営　　　　　　　　　　１億５,６５３万円 
　＜戸籍総合システム・ブックレス導入事業など＞ 

地域社会の連携に基づく共生型の都市づくり 

　＜緊急雇用対策事業＞　　　　　　　　　　　　　　２,４９４万円 
■その他 

　
長
い
歴
史
と
伝
統
に
彩
ら
れ
た 

美
濃
焼
産
業
を
一
つ
の
大
き
な
観 

光
資
源
と
と
ら
え
、
産
業
観
光
を 

展
開
す
る
た
め
の
拠
点
で
あ
る
道

の
駅
・
土
岐
美
濃
焼
街
道
「
ど
ん

ぶ
り
会
館
」
は
、
市
内
有
数
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
開
館
五
周
年
を
記
念
し
、
ど
ん 

ぶ
り
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め
、 

窯
元
め
ぐ
り
、
道
の
駅
交
流
物
産 

展
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施 

し
ま
す
。 

〈３月末に完成した泉分団中核拠点施設〉 

〈建設予定の道の駅 
　　「（仮称）志野・織部」イメージ図〉 
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一般会計予算など 都市基盤づくり 新しい風土づくり 快適で安全な都市空間づくり 産業づくり 共生型の都市づくり 
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